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体系数学「代数編」終了♥「幾何編」突入！ 

 

 

 

 

 

冬休み前の最後の授業では「線対称・点対

称」のまとめを行いました。授業の終わりに

アルファベット 26 文字の線対称・点対称性

について調べて表を作り、そこから何がわか

るかという問いを立てました。 

皆が作った表は次の写真の通りです。 

 

線対称のアルファベットはＡＢＣＤＥＨ

ＩＭＯＴＵＶＷＸＹと 15 個もあるんです

ね。また、その中でＨＩＯＸは点対称でもあ

りますね。 

この表を見て、K君は「点対称でない図形

が線対称である場合、対称軸は 1本だけしか

ない」という予想を立てました。 

なかなか面白いですね。この表からいろんな

問いが浮かびます。 

例えば「線対称で対称軸が 2 本あれば点対

称にもなるといえるか」これを発展させると

「線対称の軸が2本以上なのに点対称にならな

い図形を作れ」という問題も作れそうです。 

「直交する対称軸を持つ場合は必ず点対称

になる」これは正しいでしょうか。更に正多角形

と線対称の話につないでいくと、その先には大

学で学ぶ方程式とガロア群というボスキャラが

控えていますよ。 

 

 

次のような、線対称と図形の面積をからめた

面白い問題が教科書にありました。 

 

これは実際に手を動かして考えてみたいと

思い、皆に折り紙を半分に切ったものを渡して

実際に切ってもらいました。 

上図において、切り取られる斜線部分の三角

形の面積は、正方形の面積の 1/8 ですね。3回

折っているので、紙の厚さは 8 枚分あるので、 

斜線のような三角形は全部で 8 個切り取られ

るわけですから、全体の面積の 1/8 が切り取ら

れるわけですね。つまり、切り取られる面積は

20×40÷８＝100 よって、残った面積は 800

－100＝700 となりますね。すると、みんないろ

んなことを考え始めます。下写真は R ではな

く、P や Q や S で切った場合の様子です。 

 

下写真は、2カ所で切った場合の様子です。 

 

眺めてみるだけで面白いですね。 

授業後に A さんと M さんが、抜き落ちたご

く小さい正方形でツルを折ったよ！と見せて

くれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これはスゴイ！と次の授業でそのことを紹

介したら、何と出るわ出るわ、たくさんのマイ

クロツルが出現しました。 

 

仕事部屋の引き出しを見ていたら、ポリカーボネートミラーを何枚か見つけま 

した。これは「線対称」の授業に使える！と思い立ちました。写真のような教 

具を作りました。「対称移動を楽しく見る鏡」です。反射によって正多角形が 

できる原理を理解するといえばカッコいいけれど、ま、ショートケーキをデコ 

レーションケーキにして笑うための遊具ですね。私は子どもの頃、算数の授業 

は大嫌いでしたが、鏡の不思議さにハマって一人でアソんでいました。そのよ 

うな経験によって数学に向かう目と心ができたかもしれません。私のように鏡 

にハマってくれる生徒が出てくれればいいな。 

しもまっちのじいじ日記 

■ 線対称と点対称 

■ 線対称と図形の面積 
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先週から空間図形に入りました。最初の時

間は、まず空間図形を手に持って感じてみ

ることから始めました。教室の真ん中に「ク

リエイティブセンター」(笑)という場所を設

けて、そこに我が家から持ってきた大量のポ

リドロンなどの立体教材を置きます。 

 

ペアで立体を作って、「見取り図と三面図

（正面図・平面図・側面図）を描く」「頂点の数

v、辺の数 e、面の数ｆを数えて、v＋f－e（オ

イラー票数）の値を計算する」という課題を

設定しました。 

A 君はサッカーボール（C60 フラーレン）を

作りました。このような図形では辺や頂点を

もれなく数えるのは大変なのですが、付箋

を貼るなどうまく工夫していましたね。 

 

 

 
上のノートの写真のように、この図形で 

(頂点の数)＋(面の数)―(辺の数)・・★ 

の値を計算すると２になりました。 

 一般に、穴が開いていなくて、へこみのな

い多面体は必ず、★＝２ となります。 

 ポリドロンを使って正 20面体の展開図を

調べている生徒もいましたね。ポリドロン持

ってきたかいがあります。 

 

 

正 20 面体を何個も作ってそれを結合して

もオイラー票数(★)が変化しないことを突き

とめた人もいました。 

 

つまり、上図においてそれぞれの正二十面体

の★は２なので２つで 4 ですね。今これを１

つの平面で結合すると、頂点と辺の数は 3 減

り、平面は 2 減ります。すると、結合した立

体において、★を計算すると 

★＝4―3＋3―2＝２ となりますね。 

 

 

 先週の木曜日の数学の時間には、スペシャ

ルゲストとして、岩手大学理工学部教授の高

木浩一先生をお迎えして出前講座を行いまし

た。自然現象と数学のつながり、エネルギー

とは何かなどについて、様々な体験を通して

楽しく理解できたのではないかと思います。

実験して観察して考察することは科学的能力

を育むための大切な活動ですね。 

 

 

空間図形の導入 高木先生は、プラズマ研究の第一人者である

とともに、全国の子どもから大人までにサイエ

ンスの楽しさを体験させる伝道師でもありま

す。ウルトラスーパー超絶多忙な中、本校のた

めにおいでくださりありがとうございました。

講義が終わってからも先生の周りの生徒たち

の輪はなかなかなくなりませんでしたね。 

 

 

 

高木先生の出前講座 


